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一高等学校の都市単元の授業設計－
An Adaptive Model Approach and the Inquiry Teaching of

































































例えば, W.  Bunge は都市内部構造をGarrison
の移動の法則によって検証している。（2）しかし， 人













































































































































K.  Chakravarti  &  R.  C.  Tiwari は「Ackerman

































(図 １) モ デ ル 的 ア プ ロ ーチ の応 用
( ４) 説 明 と質 問 の過 程
Ｐ, →ＴＴ→ＥＥ→Ｐ ，(ＰＩとＰ 凵 ま問 題 点 ，ＴＴ は あ る
任 意 の 解 答 と か 理 論 ， そ し てＥＥ は 間 違 いを 除 く段 階)
と い うK.  Popper の 立 場 か ら み る と ， 概 念 探 究 過 程
ということは概念を検証していく説明する過程，間違
いを修正していく過程であるがR.  Haines ―Young















集　 団 善悪 に対する文化 的認識 生産技術 自然地形
インディアン 土地所有権の観念が無 く大自



























報間の因果関係を求める問い（Wh ｙ） によって， 法
則性を組み込んだ説明的知識（概念的知識）が習得さ
れる。質問３， ４がどちらを選択するかという意思決
定を迫る問い(Which) によって 匚…なので…す べ
きである」という規範的知識が習得される。質問５が
自分の経験を組み込んでいるのかを知り得るような問























































A.経済発展，住民意識変化，生 活環境変化 は大気汚染， 水質汚濁，騷
音土壌汚染 等公害問題と地価高騰，交通渋滞，住宅 問題，治安悪化







－ヽ 推 理 す る
B.1) 地盤沈下の 原因：工 場 建
設都市部の高層化である。 D-






2） 都市計画の 原因： 都市 環
境をより快適にするために行っ
てきたo










































































G.通 勤 混 雑 度
問 題 に対 す
る 解 決 策 の
把握
1）本社機 能
を 地方 に 分
散 さ せ る な
ど に よ っ て
東 京 一 極 集




























































































































h） 大阪 都心 部
の老年人口の割
合が高い。
































































５． 実 験 授 業 の 実 践 分 析
（ 表 ２ ） お よ び （図 ２） 参 考
表（2 ）実験授業クラスの1 学期末考査の地理成績の比較
集 団 区 分 学生数 平均点 標準偏差 歪　 度 実　度
Ａ 型 授 業 ク ラ ス 41 65.24 12.47 0.1969 0.4883
Ｂ 型 授 業 ク ラ ス 44 64.95 13.93 0.0926 0.9885
合　　計 85 65.1 13.2 0.1448 0.7384





評 価 項 目





検 定 ｔＡ型(人数) B型( 人数)
授 業 の 満 足 度 ＊ 2.07(71) 2.35(77) 1.02 0.9309 -2.1434
発 問 の 難 易 度 2.17(71) 2.53(80) 1.06 0.8028 -3.3868
論理的思考力 の発達 3.03(38) 2.64(36) 1.13 0.7108 2.2553
授業 内 容 の理 解 度 2.58(38) 2.56(36) 1.04 0.9123 0.1381
授 業 の 興 味 度 2.66(38) 2.22(36) 1.83 0.0739 2.9631
共 感的 な 人 間 関 係 2.41(71) 2.2 (80) 1.14 0.5639 2.0499
地理的見方 の応用性 3.18(38) 2.64(36) 1.21 0.5647 3.2267
情報処理活用の育 成 2.92(71) 2.7（80） 1.21 0.4179 2.077
事 例学 習 の興 味 度 3.18(71) 2.89(80) 1.04 0.8654 2.716
入試への適用可 能性 2.66(71) 2.16(80) 1.19 0.4513 3.5211
目 標概 念 の達 成 度 2.85(71) 2.65(80) 1.86 0,0077 1.9967
授業 改 善 の可 能 性 2.77(71) 2.36(80) 1.03 0.9137 3.3892
（＊のみ実業高校， 他は進学高校）
評 価 項 目
有意確立
Ｐ＞ｔ
授 業 の 満 足 度 ＊ 0.0337
発 問 の 難 易 度 0.0009
論理的思考力の発達 0.0272
授業 内 容 の 理 解 度 〔3.8906
授 業 の 興 味 度 0.0041
共感 的 な 人 間 関 係 0.0421
地理的見方 の応用性 0.0019
情報処理活用 の育成 0.0395
事 例学 習 の 興 味 度 0.0075
入試への適用可能性 0.0006
目標 概 念 の 達 成 度 0.0477
授業改 善 の可 能 性 0.0009
評価結果 の差異に対する検証
集 団 区 分 学生数 平均点 標準偏差 歪　度 実　 度
Ａ 型 授 業 ク ラ ス 38 55.95 15.55 -0.1649 0.8546
Ｂ 型 授 業 ク ラ ス 44 45.41 14.41 -0.2621 0.6528
合　　 計 82 50.68 14.98 -0.2135 0.7537
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